
記

１．日 時 平成２２年１１月１７日�水 午前１０時３０分～午後５時３０分

２．場 所 東京ガーデンパレス 東京都文京区湯島１―７―５

３．参 加 者 ・中小企業経営者
・中小企業支援機関関係者（中小企業庁，都道府県等中小企業政策部
局，支援センター，金融機関，商工会議所，商工会，中央会，商店
街連合会等の役職員）
・報道メディア

現在，わが国を取り巻く経済状況は，一昨

年に起こったサブプライムローン問題に端を

発した世界経済危機の影響が依然として残っ

ているが，海外経済の改善や国の緊急経済対

策をはじめとする政策の効果などにより，後

退していた景気も徐々にではあるが，着実に

持ち直してきている。しかし，中小企業にお

いては，世界経済の減速による輸出の減少等

にともなう受注の減少，雇用情勢の急速な悪

化やデフレの影響等，なおも厳しい状況にお

かれている。

このような経営環境の変化に柔軟に対応し

ていくために，国は中小企業に対して景気対

応緊急保証，セーフティネット貸付制度，も

のづくりに取り組む中小企業への支援，戦略

的基盤技術高度化支援，人材対策事業など，

さまざまな施策を実施しているところである。

このような動きのなかで，中小企業に対し

て，経営理念や経営基本方針，さらには経営

資源を明確にし，中小企業を取り巻く事業環

境なども考慮に入れて，今日的な経営課題に

対応した的確で実現可能な経営革新計画の作

成とともに，その計画実現のサポートをでき

る人材が，強く求められているところである。

これまでにもわれわれ中小企業診断士は，

中小企業の経営革新活動への取り組みに関す

るサポートを行ってきているが，これまで以

上に地域中小企業の再生支援，小規模企業へ

の支援，事業承継の円滑化，農商工連携・地

域資源活用促進，ものづくり企業の研究開発

の支援，街づくり・商店街の活性化，さらに

は雇用・人材に関する支援などの中小企業施

策を積極的に活用し，環境変化に中小企業が

果敢にチャレンジするためのサポートに際し

て，高度な経営診断・助言能力を有するよう

強く求められている。

そこで，平成２２年度の「中小企業経営診断

シンポジウム」は，中小企業診断士による中

小企業への経営革新支援に関する成功事例や

その成果を発表することで，中小企業診断士

の知名度ならびに社会的評価の向上，さらに

は活動分野の拡大を図ることを目的に，「今，

成功する経営革新とは…」～高度な提案力は

中小企業診断士から～を統一テーマとして開

催する。また，あわせて中小企業診断協会各

支部（支会）及びその会員グループによる調

査研究報告等の発表を行うことで，中小企業

診断士の資質の向上を図ることとする。

平平成成２２２２年年度度
「「中中小小企企業業経経営営診診断断シシンンポポジジウウムム」」開開催催ののごご案案内内

統一テーマ「今，成功する経営革新とは…」
～高度な提案力は中小企業診断士から～
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�１ 中小企業診断士による経営革新支
援事例に関する論文発表

�２ 中小企業診断協会各支部（支会）
及びその会員グループによる「支部調
査・研究報告書」，「研究会報告書」，「委
託事業報告書」等に関する論文発表

・発表者１名が発表論旨を３０分にとり
まとめた意見の発表を行う。
・発表後に審査委員より質問と講評を
行う。

�１ 発表者発表 ３０分
�２ 審査委員講評等 １０分
・タイムスケジュール
１３：００～１３：４０ 第１時限
１３：５０～１４：３０ 第２時限
１４：４０～１５：２０ 第３時限
１５：３０～１６：１０ 第４時限
１６：２０～１６：５０ 審査委員会
１７：００～１７：３０ 表 彰 式

・あらかじめ選定した発表者１名が報
告書論旨を３０分にとりまとめた発表
を行う。
�１ 発表者発表 ３０分
・タイムスケジュール
１３：００～１７：３０ 発表者発表

及び表彰式

※詳細なタイムスケジュールについて
は，現在検討中です。

・中小企業診断士等

４．内 容
�１ 中小企業診断士による経営革新支援事例に関する論文発表及び審査・・・４編
�２ 中小企業診断協会各支部（支会）及びその会員グループによる「支部調査・研究報
告書」，「研究会報告書」，「委託事業報告書」等の発表・・・４編

５．表 彰
�１ 中小企業診断士による経営革新支援事例に関する論文発表者
最優秀賞１名，優秀賞３名に対し，副賞として最優秀賞１０万円，優秀賞各５万円を
贈呈

�２ 中小企業診断協会各支部（支会）及びその会員グループによる「支部調査・研究報
告書」，「研究会報告書」，「委託事業報告書」等に関する論文発表者
入選４編に会長賞，副賞として各１０万円を贈呈

６．当日スケジュール等



中小企業診断士による経営革新支援
事例に関する論文発表者募集のご案内

１．応募論文の内容
�１ 未発表のもの
�２ 統一テーマに即したものであり，かつ以下の要件を備えているもの
【論文内容】
①すでに記事，論文等で同様な趣旨のものが発表されているものでなく，内容に新規
性（応用可能性，発展性）等があるもの
②分かりやすい表現で事例・図表等を用いて，説得力のある内容で書かれているもの
③支援に至った経緯，支援の具体的方法や支援内容，成果等が明確に整理されて記載
されているもの

�３ 文体は「～である。」「～した。」とし，引用した第三者の論文，図表等は出典（著
者名，書名，発行社名，発行年度，引用ページ）を必ず明記してください。

２．応募論文の提出
�１ 提出枚数：４００字詰め１５枚以内（ワープロ原稿 A４判４０字×３０行で５枚以内）とし，

枚数には図表を含む。
�２ 連絡先等：住所，氏名，所属支部，登録番号，連絡先電話番号，FAX番号，メールアド

レスを論文冒頭に明記してください（この部分は，原稿枚数には含みません）。
�３ 提 出 先：〒１０４―００６１ 東京都中央区銀座１―１４―１１ 銀松ビル５F

�社 中小企業診断協会 シンポジウム係
TEL：０３―３５６３―０８５１ FAX：０３―３５６７―５９２７
E―メール：news@j–smeca.jp

�４ 提出期限：平成２２年８月１６日�月 必着 ※ただし応募論文は，お返ししません。
�５ 応募制約：平成１９・２０・２１年度のシンポジウムにおいて，中小企業庁長官賞を受賞

された方の応募はご遠慮ください。
３．発表者の選定
入選発表者４名の選定は，当協会予備審査委員会において行います。
なお，選定結果は８月下旬～９月上旬に当協会より応募者全員に通知します。

４．発 表
�１ 発 表 日：平成２２年１１月１７日�水
�２ 発表会場：東京ガーデンパレス 東京都文京区湯島１―７―５
なお，発表者には当協会規程による旅費を支給します。

５．発表方法
発表論旨を３０分にとりまとめ，意見発表を行っていただきます。

６．表 彰
入選論文発表後，入選論文について審査委員会が当日審査し，最優秀賞１編（副賞１０
万円），優秀賞３編（副賞各５万円）をそれぞれ選定し，表彰します。なお，共同研究
論文については，当日の発表者１名のみが表彰の対象になります。



中小企業診断協会各支部（支会）及びその会員グループ
による「支部調査・研究報告書」，「研究会報告書」，

「委託事業報告書」等に関する論文発表者募集のご案内

１．応募資格
過去３年以内に，中小企業診断協会各支部（支会）及びその会員グループの研究チー
ムとして作成した「支部調査・研究報告書」，「研究会報告書」，「委託事業報告書」等で
支部長の推薦を得たグループ。

２．応募報告書等の提出
�１ 提出内容：報告書２冊及び報告書要約版（ワープロ原稿 A４判４０字×３０行で１０枚以

内：図表含む）
所属支部，当日発表予定者１名の氏名，住所，連絡先電話番号，FAX
番号，メールアドレスを記入してください。

�２ 提 出 先：〒１０４―００６１ 東京都中央区銀座１―１４―１１ 銀松ビル５F
�社 中小企業診断協会 シンポジウム係
TEL：０３―３５６３―０８５１ FAX：０３―３５６７―５９２７
E―メール：news@j–smeca.jp

�３ 提出期限：平成２２年８月２日�月 必着

３．発表者の選定
入選発表者４名の選定は，当協会予備審査委員会において行います。
なお，選定結果は８月下旬～９月上旬に当協会より応募者全員に通知します。

４．発 表
�１ 発 表 日：平成２２年１１月１７日�水
�２ 発表会場：東京ガーデンパレス 東京都文京区湯島１―７―５
なお，発表者には当協会規程による旅費を支給します。

５．発表方法
あらかじめ中小企業診断協会各支部（支会）及びその会員グループで選定した代表者
１名に，報告書論旨を３０分にとりまとめた発表を行っていただきます。

６．表 彰
入選報告書４編について，それぞれ会長表彰を行うとともに，副賞として１０万円を授
与します。


